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Summ8ry

"Vydatc●'oxamyl(1,200ppm,activeingredient)

gaveagoodiontroloftheroot･knotnematode,

Mctol'dogynel'ncog〃fEqontomato,whentISedfor

30minutesasbare･root･dipfollowedby5weekly･

sprayssuccessively.However,30minutes'dip

treatment-ollowedby2,3or4spraysreduced

theroot･knotdevelopmenttoalesserdegree.

Foliarspraysalone,even5sprays,werenotvery

elrective.Inalltlletreatedplantswith30minutes

root.dipfollowedby2,3,4or5foliarspraysthe

plantgrowth wasalmostequalto untreated

controls,therebyshowingthat"Vydate"oxamyl

isnotatallphyto･toxic.
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抄 録

ハネカクシの防御物賞 :イlJドジ7-ルと4-メチル

ヘキサノン-3の同定

Iridodial,andaNewAlkanone,4-Methylhexan-

3-one,intheDefensiveSecretionoftheBeetle,

Stabhytll〝usotencs,L.J.FISlT, G.PATTENDEN,

/.InsectPhysEoL.,21,741(1975).

最近.数柾のハネカクシ科昆虫の防御物矧 こ朋する

研兜が行なわれ.テルペン類.脂肪族炭化水糸,キノ

ン,アルカロイド等の化合物が発見された.今軌 英

国にいるハネカクシでは最も大きいオオハネカクシの

1稚 くSEabhytfnusoLencs)について.脱部央脱から

の分泌物をキャビラ.)-で採火したもの,及び央腺を

抽出した抽山物についての含有成分について報告する.

採災厄後の試料のGLC(5,aaSE-30)では,主成分

のピーク1つと,2つの微量成分があることを示した.

ik成分は.GC-MSから分子塁168.1が得られClOli1602

に相当する.2,4-DNPと反応してオレンジ色の結晶

をつくり.IR.NMRから2つのアルデヒド誠を持つ

ことが示されたので,Iridodialと判別した.一方.孤

塁成分のMSから2つの化公物はそれぞれ4-methyl･

hexan-3-one,3-methylbutyraldehydeと抑超された.

また,数週間貯わえた試料には,2つの新しいピー

クがあらわれ,これらは Iridodialの環化した只性体

とエタノールの反応したエチルエーテルとジエチルア

セタールであることが証明された.少虫のエタノール

は.試料接LIi抑こ殺園のため体表を拭いた時の混入によ

るものであろ. (高橋正三)

クロクサアリのnlLるベフェE)モン:6つの脂肪酸

の相法

TheTramPheromoneoftheAnt,Lasiusfut･

g川OSuS:Idcntification ofSix Components.

S.HuwyLER.K.GROB,M.VISCONTINT,I.Insect
PhysEot.,21.299(1975).

ア1)は.i正しるペフェロモンを後腸から分泌すると

いわれているが,その化学成分の研究は少なく,Atta

tcxana,A.cephalotesのmethy14-methyl-pyrrole-

2-carboxylateが知られているのみである.

クロクサアl)の飽きア.)の後腸をとりだし,水,ア

ルコール,エーテルで洗ってから内容をキャビラリで

吸いだした.10匹から約0.8FEL得られる.実験宝で

飼育しているコロニーの飽きアリ12,000匹がつくった

通路からも抽出された.iEIしろべ作用の生物検定には,

S一字路をつくり. その追跡数でしらべ,抽Jll物,fJ'j
製の段断でテli比が認められた.

GLC-MSで.仙Ill物を検討したt.Ji.恥 次の胴肪椴

が検出された.10匹の肋きア1)に缶まれている令Liは

次Iuの辺りである.

成 分 ぎ迂(ng)

Hexanoicacid
Heptano王cacid
Octanoicacid
Nonanoicacid
Decanojcacid
Dodecanoicacid

9
9
9
5
7
1

2
3
7
7
7
9

1

(高桁正三)
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